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2 広報いしかわ　３月号

医
 療
 

老
人
医
療
を
取
り
巻
く
状
況

平
成　

年
度
の
石
川
町
の
老
人
医
療
費

１３

い
世
代
が
負
担
す
る
拠
出
金
（
保
険
税
・

保
険
料
）
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
医
療
費
の
支
払
に
充
て
る
た

め
に
毎
月
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
保

険
税
・
保
険
料
は
経
済
の
低
迷
で
伸
び
悩

み
、
各
保
険
者
は
手
持
ち
の
資
金
が
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

医
療
制
度
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
制
度
で
す
。

将
来
に
渡
り
医
療
費
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
も
か
か
り
の
医
療
機
関
・
薬
局

を
も
っ
て
適
切
な
医
療
を
受
け
、
自
身
の

健
康
管
理
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
導

１２

入
さ
れ
た
関
係
で
老
人
医
療
費
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
入
院
に
つ
い
て
は

食
事
療
養
費
と
と
も
に
介
護
保
険
に
移
行

し
た
た
め
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

外
来
・
薬
剤
に
つ
い
て
は
老
人
医
療
受
給

対
象
者
の
増
加
も
あ
っ
て
徐
々
に
増
え
て

来
て
い
ま
す
。

医療費と老人医療受給者数の推移 

入院・外来医療費の推移 

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 

億円 

億円 

（人） 

0

0

10

8

6

4

2

5

10

15

20

25 3,300

3,200

3,100

3,000

2,900

2,800

2,700

2,600

医療費 受給者数 

入院 外来 

　

老
人
医
療
制
度
は
、「
老
人
保
健
法
」
に
基
づ

い
て
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

病
気
の
予
防
や
健
康
教
室
、
健
康
相
談
な
ど

の
健
康
づ
く
り
事
業
や
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
適
切
な
医
療

確
保
と
医
療
費
を
み
ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
老
人
医
療
は
、

患
者
負
担
の
ほ
か
、
公
費
（
税
金
）
と
若

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



3広報いしかわ　３月号

患
者
負
担
の
見
直
し

老
人
医
療

対
象
年
齢
の
引
上
げ

高
額
医
療
費
の
支
給

自
己
負
担
限
度
額
の

見
直
し

平
成　

年　

月
１
日
か
ら

１４

１０

老
人
医
療
制
度
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

　

老
人
医
療
受
給
対
象
者
の
患
者
負
担
は

原
則
定
率
１
割
で
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る

方
は
定
率
２
割
負
担
で
す
。

「
一
定
以
上
所
得
を
有
す
る
方
」
と
は

ア
、 
課
税
所
得
が
１
２
４
万
円
以
上
の
老

人
医
療
対
象
者

イ
、 
課
税
所
得
が
１
２
４
万
円
以
上
の
老

人
医
療
受
給
対
象
者
ま
た
は　

歳
以

７０

上
の
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
老

人
医
療
受
給
対
象
者

　

ア
・
イ
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て
も
、

次
の
場
合
に
は
申
請
に
よ
っ
て
１
割
負
担

が
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
医
療
受
給
対
象
者
並
び
に
そ
の
者

と
同
じ
世
帯
属
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象

者
及
び　

歳
以
上
の
者
の
収
入
の
合
計
が

７０

６
３
７
万
円
に
満
た
な
い
場
合
（
世
帯
内

に
他
に
老
人
医
療
受
給
対
象
者
や　

歳
以

７０

上
の
者
が
い
な
い
場
合
は
４
５
０
万
円
未

満
）

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
老
人
医
療
対

１４

１０

象
年
齢
が　

歳
に
な
り
ま
し
た
。
平
成　

７５

１４

年
９
月　

日
ま
で
に
既
に　

歳
に
達
し
て

３０

７０

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
老
人
医
療
の
対
象

者
と
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
以
降
に　

歳
に
な

１４

１０

７０

ら
れ
た
方
は
に
つ
い
て
は
、　

歳
に
な
ら

７５

な
い
と
老
人
医
療
受
給
対
象
者
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
や

自
己
負
担
限
度
額
は
老
人
医
療
と
同
じ
で

す
。

　
　

歳
以
上
の
一
定
程
度
の
障
害
を
持
つ

６５
方
で
、
町
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

従
前
ど
お
り
老
人
医
療
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

同
一
月
で
の
医
療
費
自
己
負
担
限
度
額

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

●
「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
」
の
区

分
に
つ
い
て

　
「
区
分
�
」
�
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
方

　
「
区
分
�
」
�
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
か
つ
各
種
所
得
区
分
に
係
る
収
入
金
額
等
か
ら

必
要
経
費
等
を
差
し
引
い
た
各
種
所
得
が
０
円
と
な

る
世
帯
に
属
す
る
方

　

該
当
す
る
方
は
役
場
担
当
窓
口
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
「
一
定
以
上
所
得
を
有
す
る
方
」
の
欄
に
つ
い
て

　
「
＋
１
％
」
と
は
、
一
定
の
限
度
額
（
３
６
１
、
５

０
０
円
）
を
超
え
た
医
療
費
の
１
％
を
示
し
ま
す
。

　
「（
４
０
、
２
０
０
円
）」
は
、
過
去
１
年
間
で
限
度

額
を
達
し
た
回
数
が
４
回
目
以
降
に
な
る
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
月
内
に
、
表
の
限
度
額
を
超
え
て

医
療
機
関
に
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と

き
は
、
役
場
窓
口
に
申
請
す
る
と
超
え
た

分
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

石
川
町
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
始
め
た
の
が
昭
和　

年
頃
。
当

４５

時
は
家
庭
奉
仕
員
と
い
う
名
称
だ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
町
が
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
６
人
で
始
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
他
町
村
で
は
１
人
か
２
人
で
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
お
年
寄
り
の
喜
び
を

励
み
に
し
て
」
長
年
勤
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
前
列
左
か
ら
＝
円
谷
和
子
（
曲
木
）、
木
戸
忠
一

（
母
畑
）、
江
尻
千
恵
子
（
赤
羽
）
▼
後
列
左
か
ら

＝
深
谷
栄
子
（
沢
井
）、
近
藤
ユ
キ（
鹿
ノ
坂
）、
瀬

谷
秀
子
（
高
田
）、
角
田
ハ
ル
ノ（
双
里
）、
会
田
幸

子
（
双
里
）〈
敬
称
略
〉

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

入院及び
世帯ごと
の限度額

外　来
（個人ごと）

７２，３００円
＋１％

（４０，２００円）
４０，２００円

一定以上所得
を有する方

４０，２００円１２，０００円一般の方

２４，６００円
８，０００円

区
分
�

市町村民税
非課税世帯
に属する方 １５，０００円

区
分
�



4 広報いしかわ　３月号

◯66◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

●すったきっかけ（未成年） 

●タバコの入手先（高校3年） 

●今後タバコを吸うか（高校3年） 

好奇心 
50.8％ 

タバコ販売店 
25.4％ 

吸い続ける 
42％ 

友達に誘われて 
26.0％ 

イライラして 
7.0％ 

家族を見て 
5.8％ 

その他 9.5％ 

自動販売機 
44.9％ 

友達から 
14.5％ 

家族から 
6.5％ 

その他 7.6％ 無解答 1.1％ 

大人になったら吸いたい 
14％ 

大人になっても 
吸わない 
25％ 

その他 19％ 

　

た
ば
こ
が
身
体
に
与
え
る
影
響
と
し
て
、

肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
が
ん
へ
の

影
響
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
心
疾
患
・
脳
血

管
疾
患
と
い
っ
た
循
環
器
病
、
糖
尿
病
や

高
脂
血
症
を
悪
化
さ
せ
る
な
ど
の
ほ
か
、

歯
周
病
お
よ
び
歯
の
喪
失
と
の
関
連
、
さ

ら
に
妊
婦
に
対
し
て
は
低
出
生
体
重
児
や

流
・
早
産
等
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ

る
と
多
く
の
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
動
喫
煙
で
も
身
体
へ
の
悪
影

響
が
あ
り
、
特
に
妊
婦
、
乳
幼
児
へ
の
影

響
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
未
成
年
の
う

ち
か
ら
喫
煙
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
被
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
の
問
題
も
あ
り
、

や
め
に
く
く
な
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
本
町
で
は
子
ど
も
、
特
に

こ
れ
か
ら
子
を
生
み
育
て
て
い
く
若
い
女

性
が
た
ば
こ
に
手
を
出
さ
な
い
防
煙
対
策
、

非
喫
煙
者
へ
た
ば
こ
煙
の
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
分
煙
対
策
、
喫
煙
者
が
た
ば
こ
を
や

め
る
禁
煙
（
節
煙
）
対
策
、
以
上
３
つ
の

対
策
が
重
点
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
た
ば
こ
に
は
嗜
好
品
と
し
て

の
歴
史
的
な
経
過
と
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ

る
ニ
コ
チ
ン
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
自
分

の
意
志
だ
け
で
は
や
め
た
く
て
も
や
め
ら

れ
な
い
の
が
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
喫
煙
に
よ
る
身
体
へ
の
悪
影

響
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
学
校
教
育
の
役
割

�
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
で
の
防

煙
教
育
の
実
施

�
未
成
年
者
の
喫
煙
に
関
す
る
講
演
会
な

ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
実
施

�
子
ど
も
の
教
育
者
と
し
て
教
職
員
か
ら

の
分
煙

●
家
庭
・
地
域
の
役
割

�
保
護
者
や
地
域
住
民
は
た
ば
こ
の
害
の

正
し
い
知
識
に
つ
い
て
理
解
し
、
未
成

年
者
の
喫
煙
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
分
煙
化
の
推
進

�
家
庭
内
分
煙
、
家
庭
内
禁
煙
を
実
施
し

（
子
ど
も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か

な
い
等
含
む
）
た
ば
こ
に
手
を
出
さ
な

い
環
境
整
備

�
各
種
講
演
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
職
域
、
各
種

団
体
等
）

●
各
協
力
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

警
察
、
学
校
、
地
域
各
団
体
等
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
未
成
年
者
の

喫
煙
防
止
の
推
進

●
町
の
役
割

�
妊
産
婦
、
そ
の
家
族
に
対
し
て
の
禁
煙
、

分
煙
教
育

�
学
校
教
育
と
連
携
し
て
の
健
康
教
育
の

充
実

�
自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
の
規
定
（
人

目
に
付
き
づ
ら
い
場
所
に
は
設
置
し

な
い
な
ど
）
及
び
夜
間
販
売
規
制

�
対
面
販
売
に
お
け
る
未
成
年
者
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
強
化

�
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

の
普
及
と
し
て
、適
切
な
情
報
提
供（
広

報
活
動
、
健
康
教
育
）

�
職
場
の
快
適
化
対
策
と
し
て
公
共
施
設
、

企
業
へ
の
分
煙
調
査
と
空
間
分
煙
の

推
進
と
と
も
に
、
適
切
な
喫
煙
所
の
配

置
や
局
所
排
煙
機
の
斡
旋
に
つ
い
て

の
情
報
提
供

�
禁
煙
支
援
と
し
て
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施

防
煙
・
分
煙
・
禁
煙
対
策

を
推
進
す
る
た
め
に

身
体
に
与
え
る
影
響

防
煙
・
分
煙
・
禁
煙
対
策

を
推
進
す
る
た
め
に

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で

２１

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
号
で
は
、
健
康
を
維
持
・
増
進
し

て
い
く
た
め
の
身
体
活
動
と
運
動
に
お
け

る
、
望
ま
し
い
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
た
ば
こ
が
身
体
に
与
え

る
影
響
と
防
煙
・
分
煙
・
禁
煙
対
策
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。



5広報いしかわ　３月号

ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
教
育
・
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

の
活
用
に
よ
る
教
育
の
実
践　
　
　

●
石
川
町
教
育
委
員
会

　

１
月　

日（
火
）、
県
登
録
教
育
ボ
ラ
ン

２１

テ
ィ
ア
で
あ
る
石
川
町
の
祓
川
傳
次
さ
ん

が
、
中
谷
地
区
公
民
館
長
時
の
経
験
を
生

か
し
て
１
、
２
年
生
に
対
し
て
凧
の
絵
付

け
、
凧
の
揚
げ
方
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
自
由
に
絵
を
描
き
、
し
っ

ぽ
を
つ
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後

は
外
に
出
て
、
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
校
庭
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。

�����������������

　

５
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
石
川
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

月　

日（
火
）、
石
川
小
研
究
発
表
会
で

１１

１５

は
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
学
習
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ご
み
減
量
化
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
グ
ル
ー
プ
は
ご
み
減
量
計

画
等
を
発
表
し
、
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
と
し
て
招
い
た
役
場
環
境
対
策
室
の
職

員
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

�����������������

　

１
月　

日（
水
）、
県
登
録
学
習
ボ
ラ
ン

２２

テ
ィ
ア
で
あ
る
石
川
町
の
有
賀
正
明
さ
ん

を
は
じ
め
地
域
の
人
材
７
人
の
協
力
を
得

て
、
伝
承
遊
び
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
低
・
中
・
高
学
年
に
分
か

れ
て
、
け
ん
玉
、
あ
や
と
り
、
お
は
じ
き
、

凧
づ
く
り
、
め
ん
こ
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
経
験
と
い
う
子
が
多
く
、

興
味
深
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

�����������������������

　
　

月　

日（
日
）、
板
橋
の
小
木
茂
さ
ん

１２

１５

を
講
師
に
招
い
て
全
児
童
が
し
め
縄
づ
く

り
・
縄
も
じ
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

１
〜
４
年
生
は
縄
も
じ
り
、
正
月
飾
り

づ
く
り
、
５
・
６
年
生
は
し
め
縄
づ
く
り

に
先
生
の
指
示
に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
、

意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ
た
縄
や
飾
り
に
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足

で
、「
ま
た
や
り
た
い
！
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
し
め
縄
は
地
区
内
の
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

��������������������
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１
月　

日
、
石
川
郡
畜
産
農
業
協
同
組
合
の
家

１５

畜
市
場
で
、
肉
用
子
牛
初
せ
り
市
が
行
わ
れ
２
８

８
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
２
８
７
頭
が
取
り
引
き
さ
れ
、
売
り

上
げ
は
１
億
１
３
３
８
万
５
３
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
が
、
昨
年　

月
〜　

月
に
か
け　

年
ぶ
り

１１

１２

１０

に　

万
円
台
を
回
復
し
た
高
値
は
継
続
せ
ず
、　

４０

１２

月
か
ら
２
万
〜
４
万
円
台
の
下
落
と
な
り
ま
し

た
。

　

メ
ス
は
１
２
１
頭
で
平
均　

万
１
３
２
５
円

３５

で
前
月
比
△
２
万
６
４
８
８
円
。

　

去
勢
は
１
６
６
頭
で
平
均　

万
６
９
５
８
円

４２

で
前
月
比
△
４
万
３
９
０
６
円
。

肉
牛
初
せ
り
市
に

２
８
８
頭
が
出
場

　

１
月　

日
、
役
場
町
長
室
で
農
業
経
営
改
善
計

２３

画
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
か
ら
中
島
初
美
さ
ん
（
沢
井
）

ら　

人
（
再
認
定
４
人
、
新
規
認
定
６
人
）
に
認

１０
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
低
利
率
で
資
金
の
借
り
入

れ
が
で
き
る
ほ
か
、
税
制
面
の
優
遇
措
置
、
農
業

技
術
の
優
先
的
指
導
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

人
の
認
定
期
間
は
１
月　

日
か
ら
５
年
間
。
町

１０

１３

の
認
定
者
は　

人
に
な
り
ま
し
た
。

４３

　

認
定
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

遠
藤　

正
（
中
田
）
迎　

慎
（
母
畑
）
中
島
初

美
（
沢
井
）
清
野　

宏
（
同
）
小
林
幸
一
（
同
）

水
野
英
隆
（
同
）
水
野
谷
公
雄
（
赤
羽
）
高
木
正

仁（
同
）
郷　

友
美（
新
屋
敷
）
南
條
茂
光（
双
里
）

農
業
者　

人
に

１０

経
営
改
善
計
画
認
定
書
を
交
付

　

１
月　

日
、
石
川
文
化
幼
稚
園
で
三
世
代
餅
つ

２８

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
初
め
て
の
試
み
で
、
園
児
、
保
護
者

な
ど
約
１
７
０
人
が
参
加
。

　

残
雪
の
あ
る
園
庭
に
大
き
な
臼
２
台
用
意
さ

れ
、
保
護
者
が
蒸
か
し
た
ふ
か
ふ
か
の
も
ち
米
を
、

大
き
な
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
搗
い
て
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
場
で
熱
々
の
餅
を
ほ
お

ば
り
、
屋
内
で
は
大
福
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
、
和

や
か
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

石
川
文
化
幼
稚
園
で

三
世
代
餅
つ
き
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１
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
女
性
モ
ニ
タ
ー
新

３１

春
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
モ
ニ
タ

ー
通
信
を
通
し
て
提
出
さ
れ
た
内
容
や
回
答
な

ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
出
席
し
た
モ
ニ
タ
ー
８
人
ら
は
、
社
会

体
育
施
設
の
利
用
、
県
道
い
わ
き
・
石
川
線
石
川

バ
イ
パ
ス
、
町
立
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
建
設

計
画
、
保
育
所
統
廃
合
、
公
民
館
事
業
な
ど
、
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

女
性
モ
ニ
タ
ー
新
春
座
談
会
で

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
交
換

　

１
月　

日
、
学
法
石
川
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
石
晶

３１

会
（
酒
井
信
夫
会
長
）
が
母
校
の
創
立
１
１
０
周

年
を
記
念
し
、
３
年
が
か
り
で
編
纂
し
て
き
た
野

球
部
史
「
石
晶
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
野
球
部
は
明
治　

年
に
創
部
さ
れ
、　

年
と

４１

９５

い
う
輝
か
し
い
歴
史
を
初
め
て
２
４
０
ペ
ー
ジ

（
Ｂ
５
版
）
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

１
０
０
０
部
製
作
し
、
２
月
５
日
以
降
か
ら
一

般
に
１
５
０
冊
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

一
冊
４
０
０
０
円
で
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
ほ
か
町
内

の
書
店
な
ど
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

学
石
野
球
部　

年
史

９５

�
石
晶
�を
出
版

　

１
月　

日
、
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で　

年
度

３１

１４

町
体
育
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
岡
崎
重
春
会
長
が
「
み
な
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
本
町
の
体
育
振
興
に
努
力
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
西
牧
立
博
町
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

表
彰
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
賞
に
阿
部
健
一
さ

ん
（
北
町
・
写
真
）、
大
原
正
敏
さ
ん
（
当
町
）、

我
妻
康
雄
さ
ん
（
松
木
下
）、
優
秀
指
導
者
賞
に

車
田
雅
一
さ
ん
（
学
石
高
教
諭
）、
ま
た
昨
年
、

県
・
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
個
人　
２９

人
一
人
ひ
と
り
に
優
秀
選
手
賞
と
し
て
賞
状
と

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
体
育
協
会
が
ス
ポ
ー
ツ

普
及
者
な
ど　

人
を
表
彰

３３

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

４
人
授
か
り
、
孫
が　

人
に
な
り

１１

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
６
月
に
結

２７

婚
。
戦
後
の
食
糧
増
産
体
制
の
な

か
、
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
、
畜
産
な
ど
の

農
業
を
営
む
傍
ら
、
建
設
業
界
で
も
一

生
懸
命
働
き
ま
し
た
。
今
で
も
ニ
ラ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど
の

蔬
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

和
一
さ
ん　

温
泉
旅
行
や
植
木
の

手
入
れ
で
す
。

ハ
ル
さ
ん　

近
所
の
友
だ
ち
な
ど
と
の

お
茶
の
み
話
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

あ
さ
ひ
公
園
の
あ
る
、
今
出
川
沿

い
の
桜
並
木
は
き
れ
い
で
す
ね
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

北
山
形
松
作
か
ら
山
形
福
田
ま
で

の
町
道
な
ど
、
最
終
処
分
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
の
拡
幅
整
備
で
す
。

職
業
▽
建
築
、
土
木
の
資
材
を
販
売
、

納
入
し
、
検
査
を
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。今

、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

昨
年
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
は
じ

め
、
い
ま
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
の
で
絶
対
行
か
な
い
と
決
め
て
い

た
の
に
、
行
っ
て
み
る
と
す
ご
く
楽
し

く
、
か
な
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
だ
、
始
め
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
、

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

誰
か
ら
に
も
敬
愛
さ
れ
る
人
間

に
な
り
た
い
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

も
っ
と
明
る
み
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
活
性
化
し
て
ほ
し
い
で

す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

明
る
く
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
人
。

次
回
は
橋
本
さ
ん
の
紹
介
で
、

生
田
目　

恵
さ
ん
で
す
。

添
田　

和
一
さ
ん（　

歳
）

７０

　
　
　

ハ
ル
さ
ん（　

歳
）

７５

住
所
／
北
山
形
字
引
地

双里字双里

橋本　勝友さん（２１歳）

添田　 冬 磨   ちゃん
とう ま

山形字松原　　　　　　　　　
真由美さんの長男　　　　　　
平成１３年１２月２５日生まれ　　　
「すくすく大きくなって、丈夫
な子に育ってね！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

西
郷
村
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

甲
子
園
を
目
指
す
た
め
、
昭
和　

年
に
学
法
石
川
高
校
へ
入

４６

学
。
野
球
に
明
け
暮
れ
る
日
々
で
、
当
時
は
寮
が
な
く
辰
巳
屋

食
堂
の
大
竹
さ
ん
宅
に
下
宿
（
現
養
老
の
瀧
）、
学
校
、
グ
ラ

ン
ド
を
行
き
来
す
る
だ
け
で
し
た
。
我
ら
野
球
人
に
と
り
故
柳

沢
泰
典
監
督
・
ク
ラ
ス
担
任
と
い
う
素
晴
ら
し
い
先
生
と
の
め

ぐ
り
逢
い
や
、
高
校
最
後
の
県
大
会
決
勝
で
は
双
葉
高
校
と
対

戦
、
投
手
戦
の
末
１
対
２
で
敗
れ
、
甲
子
園
に
一
歩
及
ば
な
か

っ
た
悔
し
い
思
い
出
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

東
海
大
学
卒
業
後
、
昭
和　

年
に
元
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
に
ド

５２

ラ
フ
ト
３
位
で
入
団
。　

年
間
投
手
と
し
て
４
６
０
試
合
に
出

１５

場
１
３
４
勝
し
、
沢
村
賞
な
ど
名
誉
な
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
４
年
に
退
団
、
４
年
間
の
野
球
解
説
者
を
経
て
、
現
在
、

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
投
手
コ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
。
世
代
交

代
が
進
む
な
か
、
若
い
エ
ー
ス
づ
く
り
、
個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
チ
ー
ム
全
体
へ
反
映
、
さ
ら
に
は
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
め
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

昔
な
が
ら
の
素
朴
な
町
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
町
を
守
り
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
フ
に
は
旧
友
と
の
再
会

を
楽
し
み
に
遊
び
に
出
か
け
ま
す
。
高
校
野
球
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
と
母
校
の
結
果
が
気
に
な
り
、
学
法
石
川
高
校
野
球
部
の
一

日
も
早
い
甲
子
園
出
場
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

学
法
石
川
高
・
野
球
部
の

甲
子
園
で
の
再
会
を
待
ち
望
む

神奈川県 遠藤　一彦さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

南
房
総
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し

続
け
、
近
年
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
国
際
的
研
究
機
関
の
建
設
や
、
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
開
通
に
よ
り
一
層

の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
、
人
口
約

１
２
３
万
人
の
千
葉
県
木
更
津
市
で
す
。

　

市
内
に
は
工
業
地
帯
、
マ
ン
モ
ス
団

地
が
軒
を
連
ね
る
な
ど
、
首
都
圏
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
賑
わ
う
反
面
、
ス

モ
ー
ク
現
象
の
発
生
な
ど
環
境
汚
染
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

海
岸
で
は
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ

た
潮
干
狩
り
や
海
苔
の
養
殖
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

４９

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

当
時
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
国
道
１
１
８
号
線
の

整
備
が
行
わ
れ
た
時
期
で
、
駅
前
周
辺

以
外
は
砂
利
道
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
空
気
が
き
れ
い
で
、
緑
が
生

き
い
き
し
て
い
る
し
、
み
な
さ
ん
親
切

な
の
で
過
ご
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

若
者
の
雇
用
機
会
が
少
な
い
の
で
、

自
宅
か
ら
通
勤
で
き
る
範
囲
に
企
業
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鈴木　崚太    ちゃん

りょうた

沢井字上ノ原　　　　　　　　
貴史さん・志保子さんの長男　
平成１４年１月２４日生まれ　　　
「いつも元気で明るい崚太くん。
お父さんのように、大きく育っ
てください。」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（横浜ベイスターズ投手コーチ）

▲学石野球部の関東石晶会総会での
ようす（近内行雄さんと一緒に）
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中
野
字
滑
津

国
井
ト
シ
エ
さ
ん千葉県木更津市千葉県木更津市
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例
え
ば
、
第
３
子
以
降
の
出
産
費
の
無

料
化
や
児
童
手
当
額
の
見
直
し
な
ど
、

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
を
具
体
的

に
考
え
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

年
老
い
て
い
く
我
々
の
保
健
・
福
祉

の
向
上
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
若

者
た
ち
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
方
策
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

若
者
が
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
な
か
、
更

に
企
業
誘
致
を
す
る
の
は
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
で
は
も
っ
と
若
者

が
定
着
し
や
す
く
、
安
心
し
て
子
育
て

の
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
、
大

胆
に
展
開
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

訪
問
を
し
て
、
話
し
相
手
役
な
ど
を
し

て
い
ま
す
が
、
年
々
一
人
暮
ら
し
や
老

人
夫
婦
だ
け
の
家
庭
が
多
く
な
り
、
心

細
く
感
じ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

自
宅
前
の
丘
か
ら
眺
め
る
那
須
連
峰

を
中
心
に
、
南
は
日
光
方
面
か
ら
北
は

磐
梯
安
達
太
良
ま
で
の
パ
ノ
ラ
マ
や
、

風
光
明
媚
な
山
川
と
の
町
に
住
む
、
お

お
ら
か
な
町
民
の
人
柄
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

日
本
経
済
も
冷
え
込
み
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
わ
が
町
も
、
企
業
の
倒
産
や

リ
ス
ト
ラ
な
ど
が
深
刻
化
し
、
町
全
体

の
活
気
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
更
に
年
々
人
口
が
減
少
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

年
間
通
し
て　

ア
ー
ル
程
度
の
り
ん

５０

ご
畑
の
管
理
な
ど
を
中
心
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
民
生
児
童
委
員
の
役

職
も
お
お
せ
つ
か
り
地
域
内
の
老
人
宅

●
広
域
行
政

市
町
村
が
協
力
し
、
様
々
な
事
業
を

連
携
し
て
行
う
こ
と

　

市
町
村
は
、
み
な
さ
ん
の
一
番
身

近
な
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
様
々

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
予
算
、
人
員
に
は
限

り
が
あ
り
、
事
務
に
よ
っ
て
は
市
町

村
が
単
独
で
効
率
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
は
困
難
だ
っ
た
り
、
専
門
的

な
職
員
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
場
合

な
ど
が
あ
り
ま
す 
。

　

そ
こ
で
、
住
む
人
の
利
便
性
を
高

め
な
が
ら
、
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
市
町
村
が

協
力
し
、
様
々
な
事
業
を
連
携
し
て

行
う
の
が
「
広
域
行
政
」
で
す
。

●
社
会
の
変
化

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

　

今
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
市
町
村
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

市
町
村
が
こ
れ
か
ら
、
み
な
さ
ん
の

要
望
に
的
確
に
応
え
効
率
的
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

広
域
行
政
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か 
。

広域行政を考える�

広域行政って
何のこと？

若
者
が
住
ん
で
み
た
い

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

草
野
伝
男
さ
ん
●
曲
木
字
仲
ノ
内

▲楽しく遊ぶ野木沢保育所の子どもたち

▲山頂が白く染まる磐梯安達太良山のようす
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記
し
ま
す
。

●
寄
宿
舎
設
置
の
目
的

　

高
等
小
学
校
か
ら
遠
い
地
域
の
生
徒

は
、
通
学
不
便
の
た
め
寄
宿
生
活
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
費
用
が

か
か
る
た
め
、
父
兄
は
子
弟
の
希
望
を

か
な
え
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
寄
宿
舎
の
始
ま
り

　

明
治　

年
５
月
、
日
根
富
三
郎
校
長

２２

の
と
き
生
徒
５
人
、
授
業
生
（
教
諭
の

助
手
）
１
人
が
石
川
村
新
町　

番
地
の

４７

民
家
を
借
り
て
自
炊
生
活
を
始
め
た
。

日
根
校
長
は
す
で
に
、
こ
こ
で
青
年
の

た
め
に
夜
学
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

●
伊
橋
校
長
の
整
備

　

明
治　

年
１
月
、
伊
橋
校
長
が
赴
任

２３

し
た
と
き
は　

人
の
寄
宿
生
徒
が
い
て
、

１２

２
人
の
授
業
生
が
指
導
に
当
た
っ
て
い

た
。
翌
年
４
月
郡
組
合
が
寄
宿
舎
の
目

的
に
賛
同
し
、
年　

円
の
補
助
金
を
出

５０

す
こ
と
が
決
ま
り
、
借
家
代
と
賄
い
婦

費
に
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

舎
則
と
生
徒
心
得
も
制
定
し
た
。

石
川
郡
立
石
川
高
等
小
学
校

　

明
治　

年
（
１
８
８
６
）
の
小
学
校

１９

令
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
小
学
校
は
そ

れ
ぞ
れ
４
年
制
の
尋
常
小
学
校
と
高
等

小
学
校
に
分
離
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
が

義
務
教
育
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
等
小
学
校
へ
の
進
学
は
低
調
で
し

た
が
、
豊
か
な
家
庭
の
子
女
か
ら
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
の
町

村
の
財
政
状
態
に
よ
り
、
１
郡
１
、
２

校
の
設
置
が

や
っ
と
で
し

た
。

　

石
川
郡
の

場
合
は
、
明

治　

年
４
月

２３
石
川
高
等
尋

常
小
学
校
を

分
離
し
て
、

67

編
纂
室
だ
よ
り 

　

石
川
義
塾
は
明
治　

年
（
１
８
９
２
）
６
月
、
塾
主
石
川
村
長
吉
田
光
一
・

２５

塾
長
森
嘉
種
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
義
塾
は
中
等
教
育
（
現
在
の

中
学
・
高
校
）
を
め
ざ
し
た
の
で
、
入
塾
資
格
は
高
等
小
学
校
卒
業
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
高
等
小
学
校
の
充
実
が
義
塾
発
展
の
前
提
で
し
た
。
本
号
と
次
号

は
地
域
の
小
学
校
教
育
の
振
興
に
努
力
し
た
人
物
と
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
郡
１
町　

カ
村
組
合
に
よ
る
石
川

１３

郡
立
石
川
高
等
小
学
校
を
開
設
し
ま
し

た
。
し
か
し
校
舎
（
現
在
の
町
武
道
館

付
近
）
は
尋
常
小
学
校
と
同
じ
で
教
員

も
兼
務
で
し
た
。
さ
ら
に
浅
川
に
も
分

教
室
を
設
置
し
ま
し
た
（
後
に
石
川
郡

立
第
二
浅
川
小
学
校
と
な
る
）。時
の
兼

務
校
長
で
も
あ
っ
た
伊
橋
平
陸
は
、
増

加
し
た
生
徒
１
０
０
人
を
収
容
す
る
高

等
小
学
校
単
独
の
仮
校
舎
と
し
て
、
古

町
乗
蓮
寺
を
借
用
し
ま
し
た
。（「
郷
土

誌
」
稿
本
）

　

な
お
、
明
治　

年
に
義
務
制
尋
常
小

４０

学
校
は
６
年
、
高
等
小
学
校
は
２
年
と

な
っ
て
昭
和　

年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

１６

先
駆
者
日
根
校
長

　

明
治　

年
７
月
２
日
の「
福
島
民
報
」

２６

は
、
伊
橋
校
長
の
寄
書
（
投
書
）
を
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
次
に

パ
ー
ト
◯ 12

　
　

月　

日
（
土
）、
野
木
沢
地
区
公

１１

３０

民
館
事
業「
の
ぎ
さ
わ
少
年
体
験
塾
」

に
小
学
生　

人
と
保
護
者
３
人
が
参

１１

加
し
、
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

指
導
者
の
二
瓶
孝
夫
さ
ん
か
ら
、

刃
物
の
使
い
方
や
竹
の
削
り
方
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
か
ら
製
作
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
竹
を
ち
ょ
う

ど
良
い
大
き
さ
に
削
っ
て
羽
の
部
分

を
作
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
る
と
今

度
は
、
ろ
う
そ
く
で
あ
ぶ
り
、
羽
を

ね
じ
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
竹
が

曲
が
っ
て
く
る
と
子
ど
も
た
ち
は
不

思
議
そ
う
に
そ
の
様
子
を
眺
め
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
体
験
塾
は
、
刃
物

を
使
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
、
い
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
　

月　

日
（
水
）、
山
橋
地
区
公
民

１２

２５

館
事
業「
チ
ャ
レ
ン
ジ
こ
ど
も
教
室
」

に
小
学
生　

人
と
保
護
者
１
人
が
参

１６

加
し
、
野
木
沢
地
区
公
民
館
の
安
田

良
廣
館
長
と
長
寿
会
の
６
人
の
協
力

を
得
て
、
六
角
凧
づ
く
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
先
生
か
ら
指
示
を

受
け
な
が
ら
、
竹
を
削
っ
て
骨
づ
く

り
か
ら
か
ら
始
め
、
次
に
、
和
紙
に

思
い
思
い
の
絵
や
文
字
を
描
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
骨
を
く
っ
つ
け
て
糸
を
結

ぶ
作
業
を
行
い
完
成
し
ま
し
た
。
出

来
上
が
る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
根
気
強
く
最
後
ま
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
子
も
自

分
が
作
っ
た
凧
に
満
足
げ
で
、
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

体
験
が
子
ど
も
を
育
む　

石
川
町
教
育
委
員
会

最初の高等小学校校舎・乗蓮寺本堂
（字下泉）

県
下
に
先
駆
け
た
高
等
小
学
校
寄
宿
舎
Ⅰ
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火
の
用
心 

家
の
周
り
の
危
険
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う 

！ 

！ 

45

節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

依
頼
す
る
際
に
は
実
費
は
ど
の
く
ら

い
必
要
か
、
弁
護
士
の
着
手
金
や
報
酬

金
は
い
く
ら
く
ら
い
必
要
か
な
ど
、
か

か
る
費
用
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
必
要
で

あ
れ
ば
、
書
面
で
説
明
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
ご
予
算
が
合
わ
な
け
れ
ば

　

法
律
扶
助
協
会
に
相
談
を

　

弁
護
士
を
依
頼
す
る
経
済
的
余
裕
が

な
い
場
合
に
は
、 （
財 
）法
律
扶
助
協
会

※
２

が
裁
判
費
用
の
立
て
替
え
と
弁
護
士
の

紹
介
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ご
予
算
が
合

わ
な
け
れ
ば
同
協
会
の
相
談
を
受
け
て

み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
ど
う
や
っ
て

　

弁
護
士
を
見
つ
け
る
の
か

　

弁
護
士
に
相
談
し
た
い
が
、
知
り
合

い
に
弁
護
士
が
い
な
い
場
合
、
各
都
道

府
県
に
あ
る 
弁 
護
士
会
の
法
律
相
談
や

※
１

弁
護
士
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利

用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
最
近
で
は
、

多
重
債
務
、
離
婚
、
相
続
、
交
通
事
故
、

消
費
者
問
題
、
医
療
問
題
な
ど
専
門
的

な
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
弁
護
士
会

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
刑
事
事

件
の
場
合
に
は
、
各
地
の
弁
護
士
会
が

当
番
弁
護
士
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
当
番
弁
護
士
の
受
付
窓
口
に
連
絡

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
弁
護
士
に
頼
む
際
の
注
意
点

　

弁
護
士
に
依
頼
す
る
場
合
、
紛
争
の

経
過
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
有
利
な
こ

と
ば
か
り
で
な
く
不
利
な
こ
と
も
全
部

正
確
に
話
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
資
料
は
で
き
る
だ
け
整
理
し
、
事

実
経
過
を
書
面
に
ま
と
め
て
持
参
す
る

こ
と
、
理
解
も
得
ら
れ
や
す
く
時
間
の

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

電
気
製
品
の
待
機
時
消
費
電
力
は

決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
モ

コ
ン
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
い
て
も

電
力
を
消
費
す
る
機
器
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
電
気
製
品
の
主
電
源
を

こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災
の
３
大
原
因
は
こ
ん
ろ
・
た
ば
こ
・
放
火

　

平
成　

年
中
に
発
生
し
た
火
災
は
６
３
、
５
９
１
件
、
そ
の
半
数
以
上
は
、
住
宅

１３

や
ビ
ル
な
ど
の
建
物
火
災
で
す
。
こ
れ
ら
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
は
１
、
３
９
７

人
、
負
傷
者
は
７
、
０
３
０
人
に
上
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
建
物
火
災
の
７
割
以
上
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
拠
点
で
あ
る
住
宅
（
一

般
住
宅
、
共
同
住
宅
な
ど
）
か
ら
出
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
そ
う
す
る
春
先
は
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。
住
ま
い
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
だ
ん
以

上
に
火
の
用
心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
の
危
険
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
の
中
や

外
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
火
災
原
因
に
な
り
そ
う
な
も
の
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

出
火
の
３
大
原
因
は
、「
こ
ん
ろ
」「
た
ば
こ
」「
放
火
（「
放
火
に
よ
る
疑
い
」
も

含
む
）」
で
す
。
ま
た
、「
ス
ト
ー
ブ
」
に
よ
る
出
火
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
ん
ろ

　

こ
ん
ろ
の
火
を
つ
け
た
ま
ま
、
台
所

を
離
れ
る
の
は
危
険
で
す
。
特
に
天
ぷ

ら
な
ど
揚
げ
物
を
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い
こ
と
。

少
し
の
時
間
で
も
離
れ
る
場
合
は
必
ず

こ
ん
ろ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ

　

火
災
原
因
の
中
で
最
も
死
者
が
多
い

の
が
た
ば
こ
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

寝
た
ば
こ
や
吸
い
殻
の
不
始
末
と
い
っ

た
喫
煙
者
の
火
気
管
理
意
識
の
な
さ
や

不
注
意
が
原
因
で
す
。

●
放　

火

　

放
火
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
家
の
周

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
こ

と
で
す
。
ご
み
な
ど
も
夜
の
う
ち
に
出

す
と
、
そ
こ
に
放
火
さ
れ
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
収
集
日
の
朝
に
決
め
ら

れ
た
場
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
１

各
地
弁
護
士
会
の
連
絡
先
の

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
弁
護
士
連
合
会

　

�
０
３
│
３
５
８
０
│
９
８
４
１

※
２

　
（
財
）法
律
扶
助
協
会
本
部

　

�
０
３
│
３
５
８
１
│
６
９
４
１

電
気
製
品
の
主
電
源
が

入
り
っ
放
し
に　
　
　

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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かかりつけ医は　あなたの命綱です 
　かかりつけ医をもつことは、病気のときはもちろん、
生活習慣病を事前にチェックしたり、日常の健康管
理をするうえでもとても大切です。また介護保険を
利用するようになったときでも、あなたの状態を正
確に把握してくれているかかりつけ医は、まさにあ
なたの命の綱といってもよい存在なのです。 

かかりつけ医をもつ
と 

こんなよいこと 
があります 

的確な診断と治療がうけられる 

あなたは病院渡り鳥？ 重複受診をさけましょう 
　ひとつの病院で、何か所もの医療機関を渡り歩い
てしまう人はいませんか。医師を変えるたびに同じ
検査をしたり、治療をやり直したり、薬をもらった
り…。このような「重複受診」は病気を治すどころか、
からだにとって危険である場合もあります。かかり
つけ医をきめて、合理的な受診を心がけましょう。 

重複受診は 
こうして防ぎましょ

う 

自分の病気や治療法について 
納得いくまで説明をうける 

急病のときも電話などで 
適切な指示をうけられる 

医師都の信頼関係が築ける 
適切な医療機関を紹介 
してくれる 

日常の健康づくりに 
ついて相談にのって 
くれる 

やむをえず複数の医療 
機関にかかっていると 
きは、その旨各医療機 
関に伝える 

信頼できるかかり 
つけ医をもつ 

医療機関を変える必要がある 
　　　場合は紹介状をもらう 

健康手帳の医療の記録欄 
に必ず記入してもらう 

〜
わ
り
き
り
じ
ょ
う
ず
は
、

　
　
　
　
　

介
護
じ
ょ
う
ず
〜

　

多
く
の
痴
呆
の
高
齢
者
は
、
家
族
が

一
生
懸
命
介
護
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
痴

呆
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
、
家
族
も
心
身

と
も
に
疲
れ
き
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
肉

親
が
痴
呆
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
家
族

も
そ
の
現
実
を
受
け
入
れ
に
く
い
よ
う

で
す
。
も
と
ど
お
り
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
、
一
生
懸
命
忘
れ
た
こ
と
を
教
え

た
り
、
説
明
し
た
り
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
、
も
と
に
戻
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
は
、
現
実
を
認
め

て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
過

去
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
時
こ
そ
、
介
護

が
も
っ
と
も
大
変
な
と
き
な
の
で
す
。

訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
い
っ
て
も
、

話
を
合
わ
せ
る
と
、
本
人
は
こ
だ
わ
ら

な
く
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
否
定
す
る
と
、

高
齢
者
は
か
え
っ
て
混
乱
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
自
分
で
必
ず
な
お
し
て
見
せ

る
な
ど
と
、
気
負
っ
て
し
ま
う
と
効
果

が
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

介
護
し
て
い
る
人
が
倒
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

介
護
の
原
則
は
、「
気
負
い
ば
か
り
で

効
果
な
し
」
と
こ
こ
ろ
え
、
痴
呆
高
齢

者
の
世
界
の
状
況
と
気
持
ち
を
考
え
な

が
ら
、
俳
優
に
な
っ
た
つ
も
り
で
合
わ

せ
る
演
技
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

痴
呆
予
防
の
話（
４
）

今月の納期 たばこは町内で買いましょう・町税を納めて安心明るい家庭

になる
いい話。 　“私たちの健康は私たちの手で”をスローガンに研修会や料理講

習会に参加して「食生活」を中心とした健康づくりの勉強をし、
地域のみなさんへ広める活動をしているのが『食改さん（食生活
改善推進員）』と呼ばれているボランティアです。主な活動は、
下記のとおりです。
　あなたのご近所にも“食改さん”がいます。どんなことをして
いるか、聞いてみてはいかがですか。そして、一緒に楽しく活動
してみませんか？

��������	�
��
����

主 な 活 動 内 容項　目

講演会、調理実習
など

○１ 県総会・研修会参加
○２ 石川支部研修会参加（年間４回）
○３ 町、県などで開催する研修への参加

研 修 会

○１ １１月実施
○２ ２月実施

○１ 伝達料理講習会（１０カ所）
○２ ヘルスサポーター２１事業
○３ 母衣旗まつり出店（かぼちゃまんじゅう）

自主事業

○３ 骨を丈夫にする
“さつまいも茶きん”
○４ 平成１４年度のみ

○１ 乳幼児教室でのおやつ調理
○２ 基本健診時の体脂肪測定
○３ 骨密度検査での試食品提供
○４ ねんりんピック会場での豚汁調理提供

町 事 業
への協力

○１ 広報誌「ふきのとう」発行（年１回）広報活動

○１ 長寿会、婦人学級等料理教室の協力
○２ 自己学習、健康づくりの実践、普及
○３ 栄養指導人形劇公演（保育所児童、保護者）

そ の 他

活動内容 ●お問い合わせ先
石川町保健センター　�２６－８４１６
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県
の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
に
お
い
て
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
住
民
基
本

１５

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
い
わ

ゆ
る
「
住
基
ネ
ッ
ト
」）
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
そ
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
の
際
に
「
住
民
票
」
を
提
出
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
住
民
票
を

提
出
い
た
だ
い
て
も
申
請
は
可
能
で
す
。

　

な
お
、「
戸
籍
謄
（
抄
）
本
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
国
際
課

　

�
０
２
４
│
５
２
１
│
７
９
９
９

　

県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
労
使
間

の
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
懲
戒
処
分
と

い
っ
た
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
労
使
双
方
か
ら
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
た
ざ
い
。

　

な
お
、
当
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

　

�
０
２
４
│
５
２
１
│
７
５
９
４

h
ttp
：
//w
w
w
.p
re
f.fu
k
u
s

h
im
a
.jp
/c
h
iro
u
i/

　

大
阪
府
内
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

被
災
し
た
被
災
者
を
支
援
す
る
「
被
災

者
自
立
支
援
金
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
世
帯
主
要
件
を
見
直
す
特
例
措
置

を
設
け
、
全
て
の
支
給
要
件
を
満
た
す

世
帯
に
支
援
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
申
請
受
付
期
限
は
平
成　

年
１５

３
月　

日
ま
で
。

３１

　

支
給
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
被
災
し

た
日
に
在
住
し
て
い
た
市
の
被
災
者
自

立
支
援
制
度
担
当
課
（
大
阪
市
・
豊
中

市
・
吹
田
市
・
池
田
市
・
箕
面
市
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
阪
府
総
務
部
防
災
室
危
機
管
理
課

　

総
務
・
啓
発
グ
ル
ー
プ

　

�
０
６
│
６
９
４
２
│
９
６
７
７

募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
://w
w
w
. 

fukushim
a-m
inpo.co.jp/fm

l/

F
メ
ー
ル
 

被
災
者
自
立
支
援
金
の

特
例
措
置
に
つ
い
て

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
で

「
住
民
票
」の
提
出
が

必
要
な
く
な
り
ま
す

福
島
県
労
働
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　

２
月
号
�
も
う
す
ぐ
一
年
生
�
の
な
か

で
、
呼
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

中
谷
第
二
小
学
校

（
誤
）
深
谷　

あ
ず
さ

（
正
）
瀬
谷　

あ
ず
さ

　

第　

回
福
島
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
速
報

４８
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
続
け
る�
広
報
い
し
か
わ
�

�
特
選
�
舞
台
は
全
国
へ

　

福
島
県
と
福
島
県
広
報
協
会
主
催
の

「
第　

回
福
島
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク

４８

ー
ル
」
の
審
査
会
が
１
月　

日
県
庁
で

２２

行
わ
れ
、
石
川
町
が
広
報
紙
の
部
（
町

村
Ⅰ
部
・
人
口
１
万
人
以
上
）
で
、「
特

選
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
の
は
、「
広
報
い
し
か

わ
」
平
成　

年
６
月
１
日
号
で
、
２
月

１４

に
行
わ
れ
た
新
成
人
者
に
よ
る
模
擬
議

会
「
新
世
紀
未
来
議
会
」
の
よ
う
す
を

４
ペ
ー
ジ
の
特
集
し
た
も
の
な
ど
で
、

１
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
町
と
し
て
は

５
度
目
の
特
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
紙
上
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、「
平
成　

年
全
国
広
報
コ
ン
ク

１５

ー
ル
」
に
福
島
県
代
表
と
し
て
出
品
さ

れ
審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

街で「“広報いしかわ”の
取材をお願いします」と言われたら

ご協力をお願いします
　親しまれる広報紙を目指し、みなさんと一
緒に紙面をつくり上げていきますので、更な
るご支援、ご協力をお願いします。



15広報いしかわ　３月号

3・4月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

二
瓶　

兼
仁

    

（
兼　

典
・
美
由
紀
）　

中　

野

か
ね
ひ
と

関
根　

幸
大

    

（
俊　

幸
・
千
鶴
子
）　

双　

里

こ
う
だ
い

首
藤　
 
颯 
斗
   

（
保　

紀
・
美
千
子
）　

境
ノ
内

は
や 
と

永
沼 
紗 
矢
香
   

（
泰　

彦
・
広　

美
）　

立
ヶ
岡

さ 

か

山
田　

京
真

    

（
安　

宏
・
真　

希
）　

中　

野

き
ょ
う
ま

遠
藤
秀
之
介

     

（
秀　

幸
・
智　

美
）　

新
屋
敷

し
ゅ
う
の
す
け

小
豆
畑 
咲 
季
   

（
正　

一
・
美　

穂
）　

山　

形

さ 

き

板
橋　

太
陽

    

（　

徹　

・
ま
ゆ
み
）　

塩　

沢

た
い
よ
う

村
田　
 
志 
音
   

（
健　

治
・
明　

美
）　

梁　

瀬

し 
お
ん

大
平　
 
朋 
輝
   

（
敏　

雄
・
恵　

子
）　

沢　

井

と
も 
き

橋
本　
　

莉
   

（
智　

洋
・
優　

子
）　

山　

形

ま
り

桑
澤　

秀
伍

    

（
泰　

三
・
恵
美
子
）　

北　

山

し
ゅ
う
ご

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

鈴　

木　

義　

雄　
　
　
　
　

山　

形

佐　

藤　

政　

秋　
　
　
　
　

中　

野

二　

瓶　

ト　

ミ　
　
　
　
　

中　

野

　
　

田　

知　

子　
　
　
　
　

境
ノ
内

近　

藤　
　
　

子　
　
　
　
　

沢　

井

佐　

藤　

ク　

ニ　
　
　
　
　

曲　

木

相　

田　

伊
三
郎　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

箭　

内　
　

豊　
　
　
　
　
　

大　

室

小　

松　

正　

則　
　
　
　
　

南
山
形

小　

木　

ヒ　

ロ　
　
　
　
　

板　

橋

関　

根　
　

一　
　
　
　
　
　

猫　

啼

３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月３月　MMMMMMMMMMaaaaaaaaaarrrrrrrrrrcccccccccchhhhhhhhhhMarch

老人福祉センター

同園
同園

各小学校体育館　
勤労青少年ホーム

各保育所

役場宿直室
各保育所
各保育所
同児童館
老人福祉センター
同児童館

家庭の日
心配ごと相談（午前１０時～）
彼岸入り
野木沢幼稚園卒園式
石川文化幼稚園卒園式

町内小学校卒業式
年金相談会（午前１０時～）
春分の日
新田・谷沢・板南保育所満了式

交通事故巡回相談（午前１０時～）
第一・第二・母畑・野木沢保育所満了式
外槙・中田・山形保育所満了式
中谷児童館満了式
心配ごと相談（午前１０時～）
沢田児童館満了式

土
日
月
火

水
木

金
土
日
月
火

水

木

金
土
日
月

１５
１６
１７
１８

１９
２０

２１
２２
２３
２４
２５

２６

２７

２８
２９
３０
３１

４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月４月　AAAAAAAAAApppppppppprrrrrrrrrriiiiiiiiiillllllllllApril

クリスタルパーク・石川

各保育所

各保育所

老人福祉センター

各保育所

同児童館

各小中学校体育館

同体育館

同園

同体育館

同園

老人福祉センター

交通事故ゼロ・歩行者優先の日

東日本高等学校ハンドボール大会

（～４日） 　　

第一、第二、母畑、野木沢保育所入所式

新田、谷沢、板南保育所入所式

心配ごと相談（午前１０時～）

外槙、中田、山形保育所入所式

沢田児童館入館式

春の全国交通安全運動（～１５日）

町内小中学校入学式

学法石川高等学校入学式

野木沢幼稚園入園式

県立石川高等学校入学式

石川文化幼稚園入園式

心配ごと相談（午前１０時～）

火
水

木
金

土

日
月
火

水
木
金
土
日
月

１
２

３
４

５

６
７
８

９
１０
１１
１２
１３
１４

（平成１５年１月１日～１月３１日まで届出分　敬称略）

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

小　

林　

敏　

明　
　
　
　

沢　

井

　

木
澤
畑　

康　

子　
　
　
　

郡
山
市

　

齊　

藤　
　

孝　
　
　
　
　

沢　

井

　

宗　

像　

明　

美　
　
　
　

船
引
町

　

八
木
沼　

勇　

一　
　
　
　

棚
倉
町

　

矢　

島　

里　

美　
　
　
　

渡
里
沢

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔〔〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第192回● 
沢田小学校 

　「考える子ども」「明るい子ども」「つよい子ども」を教育目標に、
125人の児童が毎日元気に過ごしています。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　3月～5月にかけて日当たりの良い場所に咲きます。
日本には約20種のタンポポがあります。1種で全国的
に広い分布をもったものは少なく、地方によりその種類
が変わります。この近辺では、カントウタンポポ（黄タ
ンポポ・白タンポポ）が多く見られます。 

（白タンポポ：キク科） 

　第一保育所に通う大野静香さん（中央）と、
祖父の角夫さん（左）、祖母のシロヨさん（右）
です。 

19,437人（＋10） 

（  ）内前月比 

●2月１日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,492人（＋10） 
9,945人（±　0） 
5,592戸（＋13） 

　年度末になると年末年始の忙しさと違い、様々
な分野での転身の時期。卒業、進学・就職、異動、
引っ越しなど、心身ともに落ち着かない雰囲気
になるかもしれません。石川町も平成14年度最
後の月で、議会の定例会において新年度の事務
事業や予算等が議決される予定です。最近は県
内でも急速に合併動きが出始め、当地方では4
町村議会の否決によって議論する場が設けられ
ませんでしたが、各自治体の生き残りも大変な
時期にきています。不景気によるあらゆる税の
減収や国の一方的な交付税削減など、無理やり
とも思える地方への圧力は厳しいものがあります。 

(迎　茂城)

ざりがにの国で、おどったり、
およいだり、あそんだりして、
楽しく過ごしました。 

建物を立体に見せるために、柱のかど
だけでなく、かげになっている所の色
づかいを工夫しました。 

野内昌平さん(2年)
しょうへい 

み　な　み 

郷美奈実さん(6年)


	2003.03.01
	2003.03.02
	2003.03.03
	2003.03.04
	2003.03.05
	2003.03.06
	2003.03.07
	2003.03.08
	2003.03.09
	2003.03.10
	2003.03.11
	2003.03.12
	2003.03.13
	2003.03.14
	2003.03.15
	2003.03.16

